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はじめに

集団指導の目的
児童福祉法第59条第1項に基づく認可外保育施設に

対する指導監督の一環として実施

認可外の居宅訪問型保育事業者については、立入

調査に代えて講習等の方法による集団指導を行う
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１ 認可外保育施設（ベビーシッター）
の制度について



（1）認可外保育施設とは

認可保育所

地域型保育事業認可保育所等 家庭的保育事業

小規模保育事業

【認可】

家庭的保育事業
認可外保育施設・事業

　事業所内保育施設（企業主導型保育施設含）

　院内保育施設

　ベビーホテル

　その他施設（事業所内、院内、ベビーホテル以外）

居宅訪問型保育事業（いわゆるベビーシッター）

事業所内保育事業

居宅訪問型保育事業

認定こども園

認証保育所【認可外】



届出の義務

◆児童福祉法第５９条の２第１項

認可外保育施設の設置者は、その事業の開始の日から一月以内

に八王子市へ届け出なければならない。

◆児童福祉法第５９条の２第２項

前項に規定する施設の設置者は、同項の規定により届け出た事

項のうち変更が生じたときは一月以内に八王子市へ届け出なけ
ればならない。その事業を廃止し、休止したときも同様とする。

◆児童福祉法第６２条の４

規定による届出をせず、又は虚偽の届出をした者は、５０万円
以下の過料に処する。



届出の種類

◆設置届（児童福祉法第５９条の２第１項）
認可外保育施設の設置

◆変更届（児童福祉法第５９条の２第2項）
届け出た事項に変更があった場合

◆休止・廃止届（児童福祉法第５９条の２第2項）
当該保育事業を休止・廃止する場合

市のホームページに届出様式がありますので、参考にしてください。
現在の場所 : トップ > くらしの情報 > 子どもとその家庭 > 保育・教育 > （就学前）保育園・幼稚園・
認定こども園など > その他認可外保育施設 > 認可外の訪問型保育事業（ベビーシッター事業）の届出に
ついて



報告

◆運営状況報告（児童福祉法第５９条の２の5）
毎年10月1日時点の施設の運営状況を報告

◆事故報告
施設で重大な事故（死亡、重傷事故、食中毒など）が発生した場合に報告(治

療に要する期間が30日以上の負傷や疾病を伴う重篤な事故等)

◆報告先 運営状況報告は、保育幼稚園課

事故報告は、子どもの教育・保育推進課

◆様式
運営状況の報告及び事故報告書の書式は、市のホーム
ページの下記の場所にありますので確認してください。

現在の場所 : トップ > くらしの情報 > 子どもとその家庭 > 保育・教育 > （就学前）保育園・幼
稚園・認定こども園など > その他認可外保育施設 > 認可外の訪問型保育事業（ベビーシッター事業）
の届出について



２ 認可外保育施設指導監督基準について

◆市のホームページ

トップ > くらしの情報 > 子どもとその家庭 > 子育て施設情報 > 幼稚園・保育施設 > 

その他認可外保育施設 > 認可外保育施設の開設をお考えの方へ

設備・運営等に係る基準

・認可外保育施設に対する指導監督要綱
・別表1 認可外保育施設指導監督基準
・別表2 評価基準
・別表2-3評価基準（居宅訪問型（法人））
・別表2-4評価基準（居宅訪問型（個人））



指導基準項目

1 保育に従事する者の数及び資格

2 保育室等の構造設備及び面積

3 非常災害に対する措置

4 保育室を２階以上に設ける場合の条件

5 保育内容

6 給食

7 健康管理・安全確保

8 利用者への情報提供

9 備える帳簿

10 設置者の経営姿勢



指導基準1 保育に従事する者の資格

◆保育士若しくは看護師の資格を有する者

又は

◆都道府県知事、指定都市市長、中核市市長、又は
児童相談所設置市市長が行う保育に従事する者に
関する研修を終了した者

（例）「家庭的保育者等基礎研修」「居宅訪問型保育
基礎研修」「子育て支援員専門研修の地域保育コー
ス受講者」



指導基準3 非常災害に対する措置

◆防災上の必要な措置について
地震、火災等の災害発生時における対処方法について、検討及び実
施をしているか。
例えば、

・避難経路や消火用具の場所の確認
・事前に保護者と避難場所や引き渡しについて確認
をするなどの、非常災害発生時を想定した配慮をする。

市のホームページから参考資料を見ることができます。
現在の場所 : トップ > くらしの情報 > 子どもとその家庭 > 保育・教育 > （就学前）保育園・幼稚園・認定こ
ども園など > その他認可外保育施設 > 認可外保育施設で使用する参考様式・参考資料

参考資料名
保育施設のための防災バンドブック
防災訓練用対応ケース集



指導基準5 保育内容

保育所保育指針を参考に、以下の事項について理解し、

適切な保育が行われているか

•乳幼児一人一人の心身の発育や発達の状況を把握し、保育が行わ

れているか。

•乳幼児が安全で清潔な環境の中で、遊び、運動、睡眠等をバラン

スよく組み合わされた健康的な生活リズムが保たれるように、十

分に配慮がなされているか。

•乳幼児の生活リズムに沿った保育が実施されているか。

•乳幼児に対し、漫然とテレビを見せ続けるなど、子どもへの関わ

りが少ない「放任的」な保育になっていないか。





指導基準5 保育内容

乳幼児の人権に対する十分な配慮①

乳幼児に身体的苦痛を与えることや、人格をはずかしめること
がないなど、乳幼児の人権に十分配慮がなされているか。

児童虐待の防止に関する法律
第２条（児童虐待の定義）

①児童の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある暴行を加えること。
②児童にわいせつな行為をすること又は児童をしてわいせつな行為をさせ
ること。

③児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食又は長時間の放置、
同居人若しくは生活を共にする他の児童による①、②又は④の行為の放
置その他の施設職員としての養育又は業務を著しく怠ること。

④児童に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応其の他の児童に著しい
心理的外傷を与える言動を行うこと。



指導基準5 保育内容
乳幼児の人権に対する十分な配慮②

身体的な虐待・乱暴なかかわり

怒るときに殴る、叩くなど暴力を
ふるう。

食事の際に無理やり口にご飯を
入れる。

寝かせつけるときにパンパンと
音がするほど叩く。

心理的な虐待・人格を尊重しない
かかわり

「お前」、「かわいくない」など傷
つけるような言葉を投げかける。

「早く寝てよ」など、物事を強要す
るような言葉を投げかける。

「おやつを抜きにするよ」など、罰
を持ち出して脅すような言葉を投
げかける。



性的な虐待

児童を裸にして写真をとる。

児童の着替えや排泄介助の際
に、性器を触るなどのわいせつ
行為。

スキンシップと称して、体を撫で
まわす。

ネグレクト

汚れたオムツを替えずそのまま
にする。

ベビーベッドやサークルに入れ
たまま放置する。

食事の量を極端に減らす。



• 利用乳幼児について、虐待不適切な養育が疑われる場合に、
子ども家庭支援センターに通告する。

子ども家庭支援センター（クリエイトホール） ☎６５６－８２２５

地域子ども家庭支援センター石川

地域子ども家庭支援センター南大沢

地域子ども家庭支援センター館・元八王子⇒地域子ども家庭支援センター東浅川へ

• 心身の発達に遅れが見られる場合、社会的援助が必要な家庭
状況である場合等においても、専門機関に対し適切な連絡に
努めること。

指導基準5 保育内容

児童相談所との専門的機関との連携

虐待等不適切な養育が疑われる場合に、児童相談所等の専門的期間へ
通告しているか。

令和6年4月1日～



• 連絡帳又はこれに代わる方法により、保護者からは家
庭での乳幼児の様子を、保育に従事する者からは保育
中の乳幼児の様子を連絡しているか。

指導基準5 保育内容

保護者との連絡等

保護者との密接な連絡を取り、その意向を考慮した保育の実施

保護者との緊急時の連絡体制

• 緊急時に保護者へ早急に連絡できるよう緊急連絡先を
把握しているか。（かかりつけ医等の緊急時必要な連
絡先も併せて把握すること。）



指導基準6 給食
食事内容等の状況①

年齢や発達、健康状態（アレルギー疾患等を

含む）等に配慮した食事の提供

• 乳児にミルクを与えた場合は、ゲップをさせるなどの授乳
後の処置が行われているか。

• アレルギー疾患等を有する子どもの保育については、保
護者と連携し、医師の診断及び指示に基づき、適切な対
応が行われているか。



食事内容等の状況②
食事中の事故防止（誤嚥等による窒息のリスクとなるものの例）

市のホームページから参考資料を見ることができます。

「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン」
現在の場所 : トップ > 事業者の方へ > 子育て支援 > 幼児教育・保育施設向けの各種ガイドライン
等



市のホームページから参考資料を見ることができます。
現在の場所 : トップ > くらしの情報 > 子どもとその家庭 > 子ども・子育てに関する計画・会議・データなど > 会議・

審議会・協議会 > 社会福祉審議会児童福祉専門分科会 > 重大事故検証部会



食事内容等の状況③
食事中の事故防止策の例

• 過去に、誤嚥、窒息などの事故が起きた食材は、誤嚥を引き起こす
可能性について保護者に説明し、極力使用しない。

• 子どもの食事に関する情報（発達状況等）を把握する。

• 食事の前に、当日の子どもの健康状態を確認する。

• ゆっくり落ちついて食べることができるよう、子どもの意思に合ったタ
イミングで食事を与える。

• 口の中に食べ物が残っていないか注意する。

• 子どもの口に合った量で与える。（1回で多くの量を与えない）

• 汁物などの水分を適切に与える。

• 食事中に眠くなっていないか注意する。

• 食事中は子どものそばから離れないようにする。



指導基準7 健康管理・安全確保

（1）乳幼児の健康状態の観察

• 預かりの際、健康状態の観察及び保護者から
の乳幼児の報告を受けているか。（視点とし
ては、体温、排便、食事、睡眠、表情、皮膚
の異常の有無、機嫌等）

• 引き渡しの際、預かり時と同様の健康状態の
観察が行われているか。保護者への乳幼児の
状態を報告しているか。



指導基準7 健康管理・安全確保
（2）職員の健康診断

• 健康診断を1年に1回受けているか

• 食事の提供（調理）や調乳を行う場合は、検
便を実施してください。

• 検査結果を適切に保管してください。



感染症への対応

• 利用児童と保育従事者の間での感染予防のため
の対策を行うこと。

• 手指の衛生や咳エチケットの実施等の感染予防
策を講じてください。

指導基準7 健康管理・安全確保
（3）感染症への対応



指導基準7 健康管理・安全管理
（4）乳幼児突然死症候群に対する注意①

• 照明は、睡眠時の乳幼児の顔色が観察できるくらいの明るさを
保つ。

• 乳幼児のそばを離れない。

• 乳児を寝かせる時は、仰向け寝を徹底する。
1歳児以上でも、子どもの家庭での生活や就寝時間、発達の状況など

の状況を把握できるまでの間は、必ず仰向けに寝かせる等、子どもの
安全確認をきめ細かく行う。

• 保育室内の禁煙を徹底する。

• 厚着をさせすぎない、暖房を効かせ過ぎない。



指導基準7 健康管理・安全管理
（4）乳幼児突然死症候群に対する注意②

• 睡眠時チェックをきめ細やかに行い、記録する。

睡眠時チェック表のひな型は市のホームページにあります。

現在の場所 : トップ > くらしの情報 > 子どもとその家庭 > 保育・教育 > （就学前）保育園・幼稚

園・認定こども園など > その他認可外保育施設 > 認可外保育施設で使用する参考様式・参考資料

 0歳児は5分に1回、1～2歳児は10分に1回が望ましい間隔

 預かり始めの時期は特に注意してチェックする。

 体調不良等いつもと違う様子の際は特に注意してチェックする。

 チェック項目（子どもの寝つきや睡眠中の姿勢、顔色、呼吸の状態、体温）



指導基準7 健康管理・安全管理

（5）安全確保 事故防止①

・その他の睡眠中の事故

睡眠中に児童が死亡する

原因には、乳幼児突然死症

候群のほか、窒息などによる

事故がある。

乳幼児突然死症候群の予防

策は、窒息などの他の睡眠中

の事故にもつながる。



指導基準7 健康管理・安全管理

（5）安全確保 事故防止②

• 口に入れると咽頭部や器官が詰まる等窒息の可能性のある大きさ、形状の玩具
や物については、乳児のいる室内に置かないことや、手に触れない場所に置く

ことを徹底する。

• 手先を使う遊びには、部品が外れない工夫をしたものを使用するとともに、そ
の子どもの行動に合わせたものを与える。

• 子どもの誤嚥につながる物は髪ゴムの飾り、キーホルダー、マグネット、ビー

玉や石などがある。身につけている場合もあり、これらの除去については保護
者を含めた協力を求める。

• 窒息の危険性があった玩具やこれまでに窒息事例があるものと類似の形状の玩

具については、除去することが望ましい。

窒息の可能性のある玩具等が保育環境下に置かれていないかなどにつ
いて、定期的に点検をしているか



指導監督基準の変更点について
令和5年4月1日より、以下の点について変更・追

加がありました。

◆認可外保育施設指導監督基準 第7-（5）安全確保

ａ 施設の設備の安全点検、職員、児童等に対する施設外での活動、取組等を含めた施

設での生活その他の日常生活における安全に関する指導、職員の研修及び訓練その

他施設における安全に関する事項についての計画（以下「安全計画」という。）を

策定し、当該安全計画に従い、児童の安全確保に配慮した保育が実施されているか。

ｂ 安全計画について理解しているとともに、安全計画に定める訓練を定期的に実施し

ているか。

ｃ 保護者に対し、安全計画に基づく取組の内容等について周知されているか。

（略）

ｆ 児童の施設外での活動、取組等のための移動その他の児童の移動のために自動車を

運行するときは、児童の乗車及び降車の際に、点呼その他の児童の所在を確実に把

握することができる方法により、児童の所在が確認されているか。

（以下、略）



指導基準7 健康管理・安全確保
（5）安全確保

◆ 安全計画を策定し、当該計画に従い児童の安全確
保に配慮した保育が実施されているか。

• 安全計画を策定してください。

• 保育開始前には、室内外の安全点検を行い、児童の安全確
保に努めてください。

◆安全計画に定める訓練や研修の受講を定期的に実施して
いるか

• 救命救急の実技講習

• 緊急時における対応について（119番通報、避難訓練等）



指導基準7 健康管理・安全確保

◆保護者に対して安全計画に基づく取組の内容
について周知しているか。
（取組の内容例）

• 保育を実施する前の、玩具や遊具の点検・室内外の安全点検

• 避難経路の確認

• 急な事故や災害時に、保護者と連絡が取れるよう、緊急連絡先を確認

• 救命講習を定期的に受講すること

• 研修受講計画の作成

• 事故防止に関するマニュアル作成

• 児童の移動のために自動車を利用する場合、乗降車の際の児童の所在確認



指導基準8 利用者への情報提供

• 児童福祉法で「提供する保育内容の掲示」、
「契約内容の説明」 、「契約時の書面の交
付」の義務が課せられています。

市のホームページから参考資料を見ることができます。

現在の場所 :トップ > くらしの情報 > 子どもとその家庭 > 保育・教育 > （就学
前）保育園・幼稚園・認定こども園など > その他認可外保育施設 > 認可外保育施
設で使用する参考様式・参考資料

児童福祉法第59条の2の2 掲示
第59条の2の3 契約内容の説明
第59条の2の4 契約書面の交付



指導基準8 利用者への情報提供

（1）施設及びサービスに関する内容の提示

◆利用者に対し、サービス内容に関する提示
をしているか

◯提示が必要な項目（14項目）

❶設置者の氏名又は名称及び事業所の管理者の氏名 ❷事業所の名称及び所在地
❸事業を開始した年月日 ❹保育提供可能時間 ❺提供するサービスの内容
及び当該サービスの提供につき利用者が支払うべき額に関する事項並びにこれら
の事項に変更を生じたことがある場合にあっては当該変更のうち直近のものの内
容及びその理由 ❻利用定員 ❼保育士その他の職員の配置数又はその予定
❽設置者及び職員に対する研修の受講状況 ❾保育する乳幼児に関して契約し
ている保険の種類、保険事故及び保険金額 ❿(提携している場合は）提携してい
る医療機関の名称、所在地及び提携内容 ⓫緊急時等における対応方法 ⓬
非常災害対策 ⓭虐待防止のための措置に関する事項 ⓮設置者が過去に事
業停止命令又は施設閉鎖命令を受けたか否かの別



３ 幼児教育・保育の無償化について



（1）幼児教育・保育の無償化の概要

◆幼児教育・保育の無償化の対象施設になるには、
以下の条件が必要です。

①八王子市への届出（設置届）

②八王子市の特定・子ども子育て支援施設等の「確認」を受

けるための申請（確認申請）

③利用者が「保育の必要性の認定」を市から受けること

④認可外保育施設の指導監督基準を満たす旨の証明書が交付

されていること（令和6年10月以降）
市のホームページに届出様式がありますので、参考にしてください。

現在の場所 : トップ > くらしの情報 > 子どもとその家庭 > 保育・教育 > （就学前）保育園・幼稚園
・認定こども園など > その他認可外保育施設 > 認可外の訪問型保育事業（ベビーシッター事業）の届
出について



（2）給付について

◆保育所、幼稚園等に通っていない、保育の必要性の認
定を受けたお子さんが市町村の確認を受けた居宅訪問
型保育事業(ベビーシッター)を利用した場合

月額37,000円(3～5歳児)
42,000円(住民税非課税世帯の0～2歳児)

を上限に支払った利用料に対して給付します。

◯事業者は、領収書及び提供証明書を保護者に発行願います。
◯利用された保護者は、施設等利用費の申請書に領収書・提
供証明書を貼付し保育幼稚園課に給付申請します。
保護者の指定口座に振り込みます。



（3）証明書について

◆認可外保育施設の基準を満たしている場合に証明書を発行

証明書が交付されるには、

◆児童福祉法第59条に基づく立入調査又は集団指導の結果、
「認可外保育施設指導監督基準」の項目を全て満たしている施
設に対し、交付されます。



保育施設に対する指導監督の組織
（八王子市の場合）

福祉部指導監査課児童担当

（☎042-620-7469）

保育幼稚園課給付担当（☎042-620-7248）

・認可外保育施設に対する立入調査、集団指導 ・設置予定者に対する事前指導

・開設、変更、廃止、各届出受理

・運営状況報告書の徴収等受付

・研修案内の送付

・認可外保育施設の基準を満たす旨

　の証明書の交付

子どもの教育・保育推進課（☎042-673-3707）

・研修等の実施

子ども家庭部

連携



おわり

受講いただき、ありがとうございました。

かねてより問合せの多い、職員の健康診断に
ついて、八王子労働基準監督署が解説していま
すので、受講願います。

また、八王子労働基準監督署からは、自主点
検結果の紹介もしていますので、併せて受講願
います。

受講終了後、通知に添付した受講確認票の提
出をお願いします。


